
計画期間 平成19年度 ～ 28年度

面積 26.2

全体事業費 775,880

市人口 72,411人

まちづくりの目標

主な事業内容と事業費・事業期間

900千円 H21～23 15,000千円 H20～26

3,600千円 H24～25 1,500千円 H23～24

120,000千円 H23～28 432,000千円 H19～28

170,000千円 H23～25 10,880千円 H22～24

22,000千円 H24～25

□屋外消火栓設置

□案内板設置

□修景施設整備

□測量・調査・設計□小公園・緑地等整備

ha

千円

（うち地区内1,800人）

豆田地区（日田市）
～天領の香り漂う商家町～

□生活環境施設整備

区域内の歴史、文化資源を活かした町並みの形成を図る。特に歴史的町並みの景観を壊さないような修景
に取り組むとともに歩行者ネットワーク形成のために周辺景観に配慮した整備に取り組む。

□ストリートファニチャー設置

□道路美装化

□協議会活動助成

位置図

区域図

事業概要図

案内板設置 小公園整備（イメージ）屋外消火栓設置



地区の歴史・風土

地区の現況と課題

南側より望む航空写真です

事業取り組みと成果

天領時代に町人地として発展した豆田町とその周辺
は、往時の地割りをよく残し、伝統的な建物が群として良
好に残っていることから、平成16年12月に国の重要伝統
的建造物群保存地区に選定されました。

街なみ環境整備事業地区内には月隈山、永山布政所
（日田陣屋）跡といった歴史的資産もあり、伝統的建造物
群保存地区と一体となったまちづくりを進めています。

北に位置する月隈山から豆田を望む（明治末期）

寛政年間の絵図です

日田市では、周囲の山々から流れ出る豊富な水が集って筑後川となること
から、古来より水郷日田として知られていました。江戸時代には、その大半を
天領として支配され、九州の政治、経済、文化の中心地として繁栄しました。

日田が天領となるのは寛永16年（1639）で、日田御役所（日田陣屋）が置か
れました。この陣屋膝下の町として発展した町人地が豆田町です。

明和4年（1767）に日田代官が西国筋郡代に昇格すると、日田は幕府によ
る九州支配の拠点としてますます重要になりました。この頃から、近隣諸国
や京都・大阪商人との取引で富を得た商人達が台頭し、代官所の公金を預
かり、西国諸大名に貸付ける掛屋(かけや)として活躍する者も現れました。こ
の強力な貸付資本は「日田金(ひたがね)」として知られ、日田は一層経済的
発展を遂げました。こうした豊かな経済力を背景に都市文化も花開きました。

伝統的建造物群保存事業だけでは遅々として進まない

修景前 修景後

地区の主なイベント・食

地区のまちづくり協議会・地域の活動

うきは市へ視察に行きました

これからの取り組み

テレビでも紹介されたもみじ

地区内2本の幹線道路の電線類地中化を終え、今後は横道の道路美装化
を計画しています。また、月隈山、永山布政所（日田陣屋）跡などの歴史的資
産の活用を検討する協議会活動の推進や小公園の整備、伝統的建造物を
コミュニティ活動拠点として活用する生活環境施設整備を進めています。案

伝統的建造物群保存事業推進のため、豆田町伝建保存会によるまちづく
り事業を推進しており、街なみ環境整備事業の推進に当たっても、相談窓口
等の協力体制がとられています。また、月隈山、永山布政所（日田陣屋）跡
などの歴史的資産の活用を検討する新たな協議会活動の準備も進めていま
す。さらに、NPO法人本物の伝統を守る会は古建築の調査研究及び技術の
継承といった技術面からまちづくりを支援しています。

毎年、11月中旬に行なわれる「日田天領まつり」では、
豪華で勇壮な西国筋郡代着任行列を見ることができま
す。また、夜には「千年あかり」の3万灯もの竹灯篭が幽
玄の世界へ誘います。

テレビ番組でも紹介された「もみじ」は、日田市内では
古くから食べられていた、鶏の足を甘辛く煮た料理です。
見た目はグロテスクですが、その味は病み付きになりま
す。

伝統的建造物群保存事業だけでは遅々として進まない
修理・修景事業が街なみ環境整備事業により着実に進
み、町並み保存に寄与しています。また、木造建物の密
集地にあって、建築基準法の緩和を受けるため、1人で
も操作できる屋外消火栓を設置し、火災時の初期消火
に備えています。

西国筋郡代着任着任行列の
勇壮な時代絵巻

事業のお問い合わせ先

日田市教育委員会

文化財保護課町並み保存係コミュニティ活動拠点として活用する生活環境施設整備を進めています。案
内板やストリートファニチャーの整備による普及・啓発、観光客等の外来者へ
の利便性の向上にも寄与します。

TEL 0973-24-7171

FAX 0973-24-7024


